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 症例は37歳の女性，下腹部痛と腹満を主訴として来

院．入院時所見では，膀部に皮膚の発赤を伴なった圧

痛を有する腫瘤を認め，血液生化学検査では，血清

Al・Pの軽度上昇と白血球数22，000，血小板数64．4万を

示した。CTにて腹壁下に腫瘤を，また注腸透視にて横

行結腸に狭窄と辺縁不整を認めたため，悪性腫瘍を疑

い手術施行したところ，組織学的検索で放線菌症と診

断された，

 抗生物質が多用される現在では放線菌症は稀な疾患

であるが，最近われわれは巨大腫瘤をきたした回盲部

放線菌症の症例を経験したので報告する．

 16．当院における最近15年間の消化器病症例の動向

と検討

   （川崎胃腸病院）

      太田代安律・大森 尚文・今給黎和典・

      山内 大三・松尾 成久

 最近の手術症例数の変遷上，大きな変化は，昭和58

年以降のH2プロッカーの出現・普及に伴う胃良性疾

患の手術点数の激減である．しかしながら，出血によ

る緊急手術例は，減少傾向が鈍く，その胃良性疾患全

体に対する％はむしろ増加している．最近，当院では

出血例に対する内視鏡的止血を積極的に試みている．

胃悪性疾患は，ここ数年間，絶対数・％共に横ばい状

態で，全手術例の約20～30％を占める．大腸疾患はほ

とんどが悪性疾患であり，全手術例の約10％を占め，

その70～75％が下部大腸である．胆道・膵疾患は経時

的変化に一定の傾向がなく，全手術例の約30％を占め

る，平均寿命の高齢化にともない，70歳以上の高齢者

症例も，全手術例の約10％を占め，大学病院の傾向同

様，高齢者を扱う機会が今後も増えていくことが示唆

される．

 17．胸部食道癌拡大郭清後の反回神経麻痺

   （都立駒込病院外科）

      室井 正彦・吉田  操・岩塚 迫出

 我々は食道癌手術の根治性を向上さぜるべく，リン

パ節の拡大郭清に努めている．

 胸部食道癌に対するリンパ節拡大郭清は再発が

12％，全て血行性転移で局所再発のないことから，よ

い適応と考えられた．しかしこれに伴い反回神経麻痺

が48％と高頻度に合併し，その原因としては，術中損

傷とともにCUSAの使用によるところが大きいと考

えられた．

 両側反回神経麻痺による呼吸困難は術後管理上の工

夫で対応でき，時間の経過と共に代償性に改善する．

麻痺は長期にわたり残存するため，退院後も，癌を対

象にした追跡だけでなく，誤嚥や，これによる気管支

炎に対しても注意する必要があった．

 18．咽喉頭異常感の電子内視鏡的検討

   （東京女子医科大学第二病院中央検査科）

     片山 修・市岡四象・長谷川みち代・

      亀井 文恵・増田美知子・藤林真理子

 対象は1985年8月から1986年10月までに当院内視鏡

室で，咽喉頭に異物感，つかえ感などを訴えて下咽頭・

喉頭を含む上部消化管内視鏡検査を施行した100例で

ある．使用器種はWelch Allyn社製Video Endoscope

VE8110597回，同社製の9．5mm Video Gastroscope

VE8120512回，オリンパス光学工業製Video Image

Endoscope GIF－V10 4回および東芝一町田製TV－

Endoscope TGS50D 1回目ある．

 診断でぎた下咽頭病変は，舌扁桃肥大4例，粘膜下

腫瘍2例，下咽頭癌1例などで，食道病変では，裂孔

ヘルニア10例，食道潰瘍3例，食道癌2例などであり，

いずれも優れた画像としてとらえることができた．

 19．昭和60年度の検診で発見された胃癌33例の検討

   （社会保険山梨病院内科）

      佐藤 秀一・久米川重子・広瀬 寿文・

      小沢みや子・中沢  肇・田辺  誠・

      井口 幸伯・飯田 龍一

             （同外科）草野  佐

             （同病理）小俣 好作

 昭和60年4月1日から昭和61年3月31日までの1年

間に社会保険山梨病院健康管理センターで施行した検

診で発見された胃癌33例について検討した．胃癌発見

率は，14，792例中33例（0．22％）であった．X線検査

を第1選択した症例のうち発見された胃癌の頻度は

8，379例中11例（0，13％）であり，内視鏡検査を第1選

択した症例のうち発見された胃癌の頻度は，6，413例中

22例（0．34％）であった．早期癌についてみると，X線

検査では4例（0．05％）であり，内視鏡検査では21例

（0．27％）であった．

 20．上部胃癌の形態学的検討一周囲粘膜ならびに深

部浸潤様式との関連において

   （金沢大学がん研究所病院外科部）

            荻野 知巳・磨伊 正義

 金沢大学がん研究所外科において，過去に切除しえ

た791例の胃癌症例中の約3．9％，31例で噴門部癌を経

験したが，今回，癌の宿主たる周囲粘膜の腸上皮化生

と癌腫形態，臨床病理学的態度の間に相関がみられた
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